


川崎病院のＤＭＡＴについて 川崎病院のＤＭＡＴ隊の活動実績

災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）とは  
川崎病院には、日本全国をカバーする日本ＤＭＡＴ（神奈川県内にあ
る病院の日本ＤＭＡＴを神奈川ＤＭＡＴと呼びます）、神奈川県内を活
動範囲とする神奈川DMAT－L、川崎市内の局地災害で活動する川崎Ｄ
ＭＡＴという３つのＤＭＡＴが存在しています！

被ばく患者発生に備えるためのいわき待機ＤＭＡＴとしての派遣と、
立ち入り禁止区域となった地域から避難した住民が必要な荷物を取りに
行くための一時立ち入りの際の健康チェックや放射性物質による汚染の
評価のための派遣を行いました。

派遣要請がある前から豪雨による影響を警戒し、情報収集をしながら
備えていました。派遣要請後、水没した病院から入院患者を船で救出し、
医療を継続できる病院に転院搬送する現場に派遣されました。
現場では、当院のチームが関東地域から参集した数十隊のＤＭＡＴ隊
のリーダーとなり、消防、自衛隊と協力しながら活動し、約１０時間か
けて８０名程の転院搬送を実施しました。

クルーズ船ダイヤモンドプリンセス号で拡大してしまった新型コロナ
ウイルス感染患者対応のために、川崎市内のＤＭＡＴ隊員と神奈川ＤＭ
ＡＴ－Ｌ隊員が、神奈川県庁や大黒埠頭フェリーターミナルに派遣され
ました。当時はまだ受け入れ可能な病院は少なく、仮に、神奈川県内に
全ての患者を収容すると県内の医療が崩壊してしまう状況でした。そこ
で、北は宮城県、西は大阪府までに渡り、罹患した乗客乗員７００名以
上を搬送しました。日本全国のＤＭＡＴ、自衛隊、民間救急等が協力し
てくれました。

①平成23年3月 東日本大震災

②平成27年9月 関東・東北豪雨（鬼怒川氾濫災害）

③令和2年2月 新型コロナウイルス感染症対応




